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[22-6］房芝オヒタイ＋ドンラゴーンキ寸＝自表会、

犀芝草量、 キ寸姦至主斉 a.::>三圭主併ζt象言式言合

福井捷朗

ドンデーン村は、 1964・65年に故水野浩一氏によって初めて調査された。それから 17年

後の 1981年とさらにその2年後の1983年に今回の調査が行なわれた。今回調査で最後ま

で村にいた者が帰国してからすでに一年以上が経過した。しかし、えられたデータの一部

しか、いまだ分析されていない。これは、データの量の膨大さにもよる．データの完全な

整理ということは難しいが、一応整理の区切りがついたこの段階で、自怨条件、農業、経

済を中心とした全体像の素描をあえて試みたい。

あえて全体像の素描を試みるには、それなりの理由がある。自慰科学者をも含んだ総合的

な村落定着調査の必要性が語られはするが実行例が少ない中で、われわれの調査は曲がり

なりにもそれを実行した。村落調査という方法の意味自体が問われつつある近年、学際的

チームによる定着調査によって、開発途上国の農村のこれまで分からなかった一面でも明

らかにしえたであろうか。また、方法論としての学際的定着調査が成功したといえるので

あろうか。このような問い掛けに答えるべく、荒削りながらわれわれの理解したドンデー

ン村の烏聞図を描き、また、それによってわれわれの採った方法の脊効性を判断する一助

にしたい。

まず全体像の骨格を述べ、ついで自怨環境と農業、経済、社会の願で肉付けを行なう。以

下の文中では叙述の方法として、現時点でのわれわれのもつ仮説的全体像を大きな活字で

書く。大きな活字で書いた部分の段落毎に、小さな活字〈原稿では網〉でその根拠となる

べきものを書〈。根拠とはいっても必ずしもデータが揃っているわけではない。いうまで

もないが、データの分析が進めば、ここに述べる全体像は修正されるであろうし、場合に

よっては、まったく書き直されねばならないかも知れない。

1 .全体像の骨格

水野謂査時と今回調査時のドンデーン村を比較すると、農業の企業化、農外収入の増加、

兼業化の傾向がみられる。そして、このような経済の基盤の変化に呼応して伝統的な農村

生活が変容し、人間関係にも影響が及びつつあることが観察される。これらは、程度の差

こそあれ今日の開発途上国の農村に共通にみられることである．ドンデーン村の特徴は、

主殺作物である米の商品作物化がまったくといってよいほど進んでおらず、かといって消

滅もしていないことである。畑作物や野菜などの商業的栽培が盛んであり、また、農外所

得の比重も高いだけに、伝統的な福作のみが依然として自給米生産にとどまっているのは

奇異な感さえ与える。自給米生産とそれ以外の経済活動とは、目的、相互扶助の慣習など

の面で対思的であ石。これを現物獲得経済部門と現金獲得経済部門の2部門経済制と呼ぶ

こととする。
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ドンデーン村の第2の特徴は、村の人口増加率が低いことである．過去 17年聞に 810人

から 900人に増加しただけである．この低い増加率は、主に人口の移出によるものである．

しかし、ドンデーン村からの移出は、必ずしも農村から都市への移動だけではない。東北

タイにおける村人口の増加に対する伝統的な対処の方法は開拓移住であって、それはその

重要性は減じたとはいえ今日でも存続している。いずれにせよ村内で水田面積の拡大が不

可能になって以来現在に至るまで、村の人口増加は主として移出によって抑えられてきた．

同時に水田の細分化とそれに伴う社会経済的変化が進行していない．

以上の二つの特徴すなわち経済の2部門制と低い人口増加率は、実は同じ原因に発してい

ると考える。その原因とは、コラート高原の稲作の特徴である限界地性である。コラート

高原の地形、気候、土壌条件は、低い生産性の稲作しか許さず、しかも、集約化による生

産性の向上を本来的に匝む。その結果、家族労働力の許す限りの面積を耕作しでも、ある

いは、土地当りの労働投入を増加させても、恒常的には余剰米を生産しえない．よって経

済環境がいくら近代化されでも、現金獲得部門の安定性が十分に大きくならない限り、自

給米生産は必須であり続ける。同じ理由によって村の人口は、ある限度を超えては増加し

ない。村の水田面積が基本的には村の扶養可能人口を規定しているからである。

伝統的稲作の存続と人口移出を常態とする生活スタイルとは、村人の組織、制度、行動に

強く反映されている。前者は、福作における相互扶助や儀礼の温存にとどまらず、広く伝

統的価値、文化、権威の継続に寄与している。後者は、相続における男女聞の差などにと

くに顕著に表われている。

以上がわれわれの理解したドンデーン村の全体像の骨格である。この全体像をさらに縮め

て一言で表現するとすれば、ドンデーン村人の、そして広く東北タイ、コラート高原に住

むラーオ系タイ人の基本的特徴は、開拓移住稲作民であるといえよう。ここに「開拓移住J

というのは、焼畑耕作民のように新たな耕地を求めて他の場所へ移動するという意味では

ない．彼らの伝統的生業はあくまで水田稲作であり、したがって、定着的である．しかし、

村の人口が増加したとき、農業を集約化させて村の人口扶養力を向上させるのではなく、

村外の未望地の開拓によって耕地面積を増大させ、食糧を確保する．この開拓移住は、普

通、近親関係にある数家族を中心とし、それに近隣の一部が加わる形で行なわれる．これ

を『ハーナーディー〈良い回を求める） J と呼ぶ。ハーナーディーこそが、ラーオタイ系

社会の基本的性格を理解する鍵であると考える。
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2 .自然環境と稲作

人口増加に対処するに開拓移住をもってし、集約化が進まない根本的理由は、コラート高

原の自然環境条件にある。また、開拓可能な土地の存在は、この地方が辿った歴史的状況

によって説明できょう。

コラート高原の地形条件は、天水稲作を余儀なくさせる。この高原では、技術、資本、組

織力の不足によってかんがいが不可能であるのではない一地形条件が本来的にかんがいを

拒む．近代技術によって、一部でかんがいが行なわれるようになったが、全体のごく小部

分に過ぎない．今後のかんがい面積鉱大の見込みも小さい。かんがいがなくとも十分な降

雨量に恵まれれば稲作は安定する．しかし、コラート高原の降雨量、とくにドンデーン村

を含む西南部のそれは、天水稲作を行なうには限界に近いほど少ない。その結果、掃作は

極端に不安定である．コラート高原の大部分は、砂岩風化物を母材とする土壊に覆われて

いる。作物の養分含量は少なく、稲作にとっての物理性もよくない。湛水条件下の土境粒

子の沈降が早く、代掻き・直後でないと苗の挿秩が困難である．このような土壌の性質は、

降雨に恵まれた年にあっても、単位面積当りの低収量を結果し、季節的な労働のピークと

くに植付け時のそれを大きくす石．
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原認証滋議総量妥結選議猛：滋鉱桜；議議務家主主語；読証言；；r代議主主；；直後議；滋；桜総務事藍議選謀議主主；！／緩能義；
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も官薄！議？；：議）［滋池滋fl船長：iill/\f)rt阪；迄：in主主主；i怠：；~i＆：；揺1 ！逗；：iSJ長認さ－~iおおi綴碍：繁；；苓諸；；’

かんがいを困難にする地形条件、極端な収穫不安定を結果する降雨条件、低収と大きな労

働ピークをもたらす土境条件とによって、集約化は阻まれ、余剰生産は困難となる．家族

労働の許す限りの土地を耕作しでも、低収と不安定性とによって、恒常的な余剰生産を生

み出すことができない．これを稲作の限界地性と呼ぶこととする．

コラート高原の稲作が不安定性をもって特徴とする限り、稲作農民の生活も不安定となる。

とくに現金獲得部門が小さかったかつての村生活は、ときに棄村を余韻なくさせるほど厳

しいものであったといわれる。しかし、この不安定性自体を改善することはできなくとも、

生活への影響を最小限にする手段が存在する．それは、耕地面積を最大限にし、盟作年の

収穫を備蓄することである。その結果、 「一年の盟作があれば三年は稜れなくてもよいJ

といった農業が行なわれる。

制；：ロョ：古；窓会1；語；j革法廷渇Ht志議zれ：主主；：米$1枯潟；tin芯議：i惹：；Cl逃：1曽・XLV挺；諒一泌総．を：説法；g：；主主野位のー
救i慌：食道：ぁ－！？出窓飢先：老；滋五：t認証／~：き1とは持：諜；．をかも；湖沼遮之；波滋：：vrn.t；詰；；テ泳：；以；：f8i；対｝8t［：話；

ht｛~：；玄武併設iき：主：（8：揺；張通；／掠：位：~来遊説・め：：括主：；＇：ギIλ：掛：遊ー出控；秘書；忘；：芸i涯は｝U活：む詔：的！な；怒

tt：；誌H±tて：低調：：主主縁起慈郵；怒説話．；米を；求！め位遠出：主主意ーと：：き）:ti.!短；め：の特別の諒：起；があ沼）D椋／I
98:S/JH¥Wt；：噂i：と：：殴’芯：．注：．践：己；：：；廷：瀬！よ；i逗；：な遠：出
北；1強；泌逆舞怠：t芯：b：：泥：JJ司一説：：：j里：~当Eι；う？：誌の－；子」－誤E；滋；u波紋迄（話：.ttHt思想；り：rnti滋:1S7蜂:HJ::iJt猶1治~：抗j
握；：皐魅む孟：：；石：凶作遊説浪：命説：滋ー有一様誌記；iJ¥it起訴訟；：鋭校民：t出？とi＼｛・；てお．他JC事沼ほj滋；桜：泌総iぷ：：
Ht減法；縁、米破；ま！［誌i米倉．滋君主秘話iれこ；石ぷil98$持説教tnr海？に；8複：の：災遺作で：あー滋：1正；主；：：；収干茸矧
滋i近湾吾有；宅＝カt：詰：鍛遵益；増翼奪悲：渇：：者，が多
i投；d指t＼；絞あ＼~；；と；：；：；2：：期：f雇：棋仔減i掠：れ.！尤主素j若．＝；：．：是－；忍i ！窓．；は：栄治商品！？京物：総務進み滋；議活：註ー話；！伝説

滋：長妥当：；）j主婦：！ぢ；；諮：．収穫：ti；提溜i闘；滋；~：直．接：搬出治主：；；幸吉却議渇泌；：；自：家：i店主堅手伝説精液：~：蹄j災説法主主

鼠随：が：接税建設：：j定i遮：縦議：；る潰；廓j主主：労；泊；をi銀総当n滋；括；ぬで：ぉ：；語；証言

以上に述べたような不安定で、低収で、粗放な稲作と、それが結果する生活水準を許容で

きる人々にとって、コラート高原の自然条件はむしろ魅力的であったかも知れない。高原

特有の河川の少ない、果しなく続く緩やかな起伏は、徒歩や牛車による移動を妨げなかっ

たであろう。また、貧弱な土壌と寡雨条件下に発達した熱帯サバンナの疎林は、開墾する

のに比較的容易であったと思われる．健康な働き手に恵まれた家肢構成をもち、移住に十

分な資金さえあれば、窮屈になった村を離れて新天地を求めることは、少なからぬ危険を

伴うとはいえ、決死行ではなかったと思われる．

とはいえ、来型地の余裕がなければ開拓移住は不可能である．コラート高原には、さまざ

まな先住民族が遺跡を残している．しかし、理由は分からぬが、この高原に今日まで継続

して多数が居住し続けてきたという民族はない。ラーオ人がこの高原上の中心部に拠点を

築いた最初の記録は、 18世紀も後半のことである。この時期以降メコン河を越えてこの地

に移住したラーオ人とその後急速に増加したと思われる彼らの子孫にとって、コラート高
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原は格好の開拓地を提供した．

am磁波：it泌総縦戒：並現1顕治煩！C言語：）ぞiQ)：雑緩：の溺・所定近距離の誕図潟：；註j可；回読書ct涯：；語；；防護；言語
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数：括；滋；w：た！；涯；：:Cft!iii!f；ヨff貨殺滋：i主；；蚊；括；：8JY沼；：苗；窓恕議：吋G：註一な司王手／l

3 .村経済

前簡に述べた理由によって、水稲耕作民でありながら移住を常態とするタイラーオ社会が

結果したと考える．では次に、ドンデーン村にみられた経済的な諸特徴とはなにか、そし

て、それらは移住を常態とする水稲耕作民という上述の理解とどう関係するのか．

ドンデーン村の経済構造を理解するには、村経済が現物獲得経済と現金獲得経済の二つか

らなると考えるのがよい．そして、時間的には前者が縮小し、後者が抵大しつつある．前

者はかつて衣食住のほとんどを賄ったが、今日では稲作以外には顕著ではない．後者は、

農業、非農業の両者を含む．すなわち、農業としては、橋、ケナフ、キャサバと変遷して

きた商品としての畑作物の栽培があり、また、トウガラシを主とする野菜栽培がある．非

農業としては定期、不定期の箆外雇用と村内の自営業とがある。貨幣経済がドンデーン村

を巻き込むようになってから久しい。にもかかわらず依怒として主設である米が商品作物

化せず、現物獲得部門として残存しているのはなぜか。二つの理由が考えられる．一つは、

稲作にとっての限界地性である．もう一つは、現金獲得部門の不安定性である．
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影；）.；／：：事：tt：設村.tセ；主主；整作主義治：翌－持拡；者お：説話芸搭悩：あお；館。家治主；，）京消：チ：滅的；結付：蚊：割；挙制災遺；
：伝言語；者；締向＇t益確認恋：き：禄激減，伝説：

土地に余裕がありかっ商品化のための商品市場と労働市場環境が整っていない場合には、

たとえ余剰生産が可能であっても、実際には余剰は生産されない。ドンデーン村では、乙

のような状態が 1930年代主では存在していたと豆、われる。 1940年代になると水田になり

うる未墾地はほぼなくなり、同時に開拓民として移出する者が急増した。ドンデーン村で

は、米の商品化の条件が整う以前に土地の余裕が消滅したものと考えられる。先述した通

り、コラート高原の自然条件は商積当り労働授入の増加による土地生産性の増加を拒むか

ら、一旦開田の余地がなくなれば余剰生産の可能性はなくなる。

東説法：泌総議！る：ー：主活：がなめ－の：：余剰米港i蛍産する滞在；カ1：お；；器・言:m主治i：：もの誕滋．；迫・：訂ジJ持活・括HBrf
ひ；：と：！？当；治：総選：；な安滋：謡言m；鋭的溺書房設・東．磁:tt涜tic志・主；i辺DH：の..慌域．． 官；詰6：；惹：岩：：：；もi：苔：（lfc:fつ：：tま：ミi：；；近
諒iφ

：ム！．：浮まH滋域滋米主＝：襲；：安；；b更；ι：i笛：匙；まit己主主治と九ぐ：－？｛当日：：そめ：理出・Jlfti滋滋1H緩め：絶境核政治紛議
．モチ；誠実関：滋海i室長ず：攻泌総米語；常設定：ijt：議．だめ＜：：；自稔：米当主i麗：従連記嗣；il遊；ぢ－~注：j貸金巻：前；ヨ；：議！芯

事実；る：軍隊務：場：＝莞ms;：詞；：濯主＼J）；磁波支？法句：貌ー議的指理：曲主主選：w議：；怒ffi!l.面隊議強め：縁者：時期tt議室L伯母
米密室霊：の：蕗Jb.め：諸；；：三建設i議決議！，ラj税務滋総務整え：渇津V抱；拒め准：；；思j桜；説！；造語：；i：；努：：話；tt!~Jt；；者協！道 一－
建綬：E滋；rn主謝。淳完成；隠滅；説主張；a綴拐殺滋：挙；：一明治t?H：浸；：開；＝：若悦：陥を：：諮：：St窓始：jま－；巷i証言1・＇$~惇
経t主主主港：説：iまり；認でご京総連；；.tf誌；ぷ：：：：務総結潟；b’：九；す：＇if主Vi!波長：；察当伝説滋撚：が；：，ぢ：：~t：苅：［i-0治延混－民連
崩！｝¥mt(；；主主；揖t:ti｛はj＼｝：固まan：紫当ii；；当事i岩波・JU泌総のゾ：設：：タ：滋；：括主主縛：j逗；：81印$$＼年；泌総出：ぉ結；tr：れj：抱
＼［迫＿oj

1 i (.t~：：滋を；．；じ：：主：冶：IV：：ザ－滋；語安；忌．：惣淑滋：法；怒3長．草2：違揖吹；．．苓帰：運：t主言泣若草um老：：tf詑；宇；；；！訟：説JH誌：滋従；E
綴禁！：経！f!:U・誠司議滋言語湖面絞め；猛j麗誌を；ゑ：；怒療科泌さ是．締烹：it；；ぁ%t（滋i主；；j

謀議議溢産主埋設）t華道：tt溢滋：訟：阪縦割；；！？を；tt港：ぇ；己主纂節約；滋遡持崩；務；量B.i~さ；；も：i湾総記t／詮：経路tr:
j議事長議定；滋ミ；：；短説漫；前議；ミ；；；話HH労働．絹：事節＼的巴税法j縦波；逗；；娯瀦t'#.iを：；謡！；詰：！？定；：滋：主；／上位地＇！妥当主総務
滋；t＞：：主主主在柊Wt.1琵t弥Jさ誕控訴鋭：話事－錨.・的；tむ労働力滋窮まま；！ぎ；！将：鋭；泌総室長剰米；滋；麗；tま！可能。！を渇；；皆；
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訟を＼思（おHtil；；お滋j：終戦；民：銅：：tr；ヂ；滋Jilt葦－援活滋話；；j・磁滋誠実差：主主総選：：差；持政；：自：総・逝箆滋：ま：；議：怒：主Mti
は：宙誕議：封））t主：L説法iHる滋滋：！ttH随積主主誕；81£：討議j以外：ぬ；労働；カ．君主：・2益活；民Jl,；；た誠治：尚：諜的進：涯
は燕：可能：セ；鞍：説法；ii

がんーが：掛；磁波法；謡；期[f矧じは；出：沼田j説：孜；滋：！高J磁波：鋭波紋1孫、在；挺；議官J妥f:1震の：：岩；ぷ：討し謀：ぬ．誌：？.：潟：磁
場ーがft：表；的；恋；お：：~総；桜；！安：：れ：めJ出湾出；滋泌；益事縦揺沼：年如滋：ε：：？話滋：；器禁；；：普段の球活；室長銀場：策部

分tを：；t委託；：；．陶品米：c滋：通九芯：＆；；る：：！芯：話WV:；；ヲ．：：ヨ；%；：；伝説会（禁：；崇／Pilt予海題ーささ：主主：造立！？どは泌総主主｝tiの.；足
当；：威主主：体；mn惹桜；活；／ht鮮；院議：綴；！窓：実質的な：耕作面差真部－去！実践：t豆諸花：li:WUが．務総労働ゆ：季節越沼1
湿布。ぎ：杭涯；：め．． ？控！＇詣；：it点不：．らi：話r::
将来．性記．！！坦．恥：定（ば；主m:部主主l／；当｝

稲作以外の収入源が十分に確保されれば、米は上述の理由で蹟金作物とはならないにして

も、消費米涜通に支障のない今日、自給稲作は消滅しでもよさそうである．現在、ドンデ

ーン村における米生産による所得は、世帯所得源の 1a!Jにも満たない［Tsujii,Chap.2(2 

) in Rpt85] o これに比べれば、稲作に投入される労働の量や村人一般の水田に対する価

値観は、不釣り合いに大きい。これは農業、非農業を問わず現金獲得部門からの所得の安

定住に対する不信感によるものと考えられる．農業による現金獲得は、第二次大戦前後の

棉の栽培に始まった。次いで栽培されたものはケナフである．そして、もっとも最近の畑

作物はキャサバである。綿は、鞍時の特殊経済環境下に急に需要が出現したものである。

ケナフ、キャサバは、ともに海外市場に依存する輸出作物であり、価格の変動にもてあそ

ばれがちである。一方、トウガラシを始めとする野菜は囲内市場向けであり、コンケン市

の発底とともに着実に需要が増加している。しかし、それらが換金作物として盛んに栽培

されるようになったのは、せいぜいここ 10年以内のことである。

栂童話培滋j主：；漣；2・2え混戦熊治・原j説斡弐；のご批滋誌；；注；；；語：88{）碍的：桜奨窓高：櫨誌；：浜；ゑ：芯；設立発注続発；慈
の沼：詣｝る（I:hi説泌tt官rtilit21Jti：；沼i説：.ま：怒務総紫綬：争t指i怒：陰謀議民民主語；：り流jな総高滋：の＇i忘
地ーは主：：）：；家；謡；滋j放殺；i由：lま：i：芭‘；：6自．恕腺：tr：が：滋／i起；冶． ；主；：：：港治；廷J泣；t之；対；滋て；濯利屯：：霊ヨ長議TI[義；諸：：l孟；昨＝：主語
滋：j云：；提；記r
5：誕】 （ほ；：ユ；：襟：t／鋭；泌総；村総説ff註証言．放棄；送：滋：議室正地滋が；説法；慌翠法謀議；る：：権部滋；lli滋：訟泌
総花；，t；治：．紛れ：；若：記m当：持続濯：滋i~tVi伝説；；ま：認；滋：遜＇11！：諸税；誌鉄道：©！Rim；記；：誌主主ー：鶏：ぬ讃11主主義：者が
進出必；治主主；設さ：廷i誠ifぎ瀬沼：：話：：滋：議．主tx；；滋；；総長iめ距漉港j翠：！？！謀総；涯が：逗；だ：；註！：忘；l志雄；語；半：A@J主連E議
ttH¥ょ：－：右：8!：.時的：なごt綴鋭？岩手；主張：；定：続：：＜H註!ff¥lま滋：かJ総括－滋：

氏陣活．裁措：；~；筆記録；もj：自主J；底辺：：！ヨnH訟で；あて議議.i殺it：すntt；；沿搭袈；地：t:c誌：：：当時；滋東：主主－：＃：：援投；：u説滋；滋迦（$.
謀総務長治：総出茶話＇（定頚：：？： l：之さ；窓：；．奇51務栄：き＇：駁；証言説；；返；：認；；絞殺；：積；錆：：＃：：ョ：：京滋；毅！襲：桜：荏：設；怒ら：：；wtm
誼if泌：む：ima乍：磁；ll；は：ij：：綜総桜；挺；這；：i之：；：~J毒殺泌総事；；伐＝醤剥；ij］］）.沼；弱；当~tま；；！該；滋；務；場：滋；幽現i妓：諮：~t
：｝予言語i宗治H~滋：民j謝；砂；：：~：務j説綴lま：婆芸能副議3語版1極：i芸繊；淀：；：接続jだ主主援活；：ョ：段通：続的諮：説瀦：;g；：抗＼＼

忍；！己記H1；；；説；様浅草迄?:1掠沿線f底的：減有権滋：初滋玄濯；並；惑j前：：議；装mar；記；．法）￥）.；滋；；l1邸主主総：tt悩五三滋；鋭
Cfrk泌総$｝恋；議f絞殺；設；：ほ楽器奴護筆記；．謀議；D.：；定繊維総裁j騒；ti：滋議i磁波滋；ら：；な：桜：滋？懇話；；；毅主主信
求：をi~匹：裏返；；官；；家主主；j老；桜狩期j泌総務係：収穫期JI彊j滋j議主t羽詰m草r荻袋縫；j説話；訟を：らrn怒；涯j，議j議謹：醤
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！設：磁縫造業主｛！W1説話j滋活；減泌総？を．；療援怨f説猪；除泌総建；；提言．喜男；蛸．陛労連正掛；容；静；；綾部可！）話法活；：：若！；ぬ一持続
臨簿滋築関：嵩；認さi崖；括支給滋：；主；；管灘；主主：畿道主：灘維部；綴it訟j車窓：；：語；：説；謡；芸濃j濯；；誕H書記；U言語言語長野；託：滋j殺事！：
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当；芝y：；滋亨二i諸！：涯：差宣．渠；；港：；按：：Pr}：議；擢：段．図！難：沼；：詣；：割：：え11＼説；j結；主；；；：私：：！努；≫貢数．蒋：ω関務j笛；緩
ち：低：安：；じ．；誌：：；：~L控：翻？皆；1与／：；芯；毛手：添：：：；王i波野till$.8.滋；；:H接f?F主主；乙ゅー積損：当f,jj\tj!j：：俄箇．務；医！蕊iまtt・itttn
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箇格：逗；疑；B.滋i言語：磁器；；：桜；：；：H事提言葉殺説：滋：あd~；総括泌fbt~：；活9'65：導要三時：硲滋；J~6舎がif｛：滋：磁波’議議
制緩濯；：：；rwn税制＼J：国主111漂泊J忌清：別

〆号、
全留め：説法務説場面積泌迭の滋：とrn必；岩下策総部，（援活；；番必：法草：；19$0＇.年代：初．期；tt数滋；；号：河i記’過
ぎな．合言：註j経；訟の：説話；；；Hi$'0.~；筏湖錫：訟は：部ぉ；；努対；を溜え：；ミ：；；1910.筆記~：t己：1以来；吾；：lirn；：：立5.0＇万誤認；話
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芯：；あ；；這：＇l主；主単：杉；総：汚；駿；：詣；主；：；；：話；；説：t主封；：＝匡：！！註；め：校：遊；路
泥：．己；：忘：誕：議：~語；滋；；沼；槌；i忌：様；j追；．主屋逗；；：；[It：謡｛~寝；t:¥:UV；稔雄総務総海：必1百．波路；！設：お！；器；殺：訟法H港議；談話；；；：拝
院議：：り＠芯註：；終結審φ：務総:t製；：むさ：ほ議：：位諮1・：3p：鵠：議；抵－；露；；採i損：：慌をみ；：包括；渇；按；：容器；；隊約；淀：三；：；遜；常：雄総
：霊祭；笠通－：股：捻議線道産家主主；懸案謀議談窓；；泌総絞め：漉摸mi'9t能：託：特：i語・限・：伝説j遊説；；

農閑期あるいは凶作年の出麗ぎによ忍現金収入は古くからあった．しかし、地方都市が未

発達で交通事情が悪かった頃の出稜ぎは、数ヶ月以上にわたって遠方へ出掛けるものであ

った．コシケン市の膨強が始まり、道路事情が良くなるにつれて、出稼ぎの季節性は減じ、
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近距騒の出稼ぎとなり、不定期性が減少した．中には村から通勤して安定した給与所得を

うる者もいる．しかし、その数には限度があり、多くの者にとって在村のままえられる非

農収入は、村内自営業を除いては安定性を欠く。安定した収入をうるためには能村せざる

をえない場合が多い。

県；央；悪；野.!J当事af'ft.労；勤：是正：b\V恋：~泌部か長多数が季節約tt1虫、郵；駁j主主沼．；とば：iょ；認知：~！；れt主治：諸

説主主：注j批：：をJf：読経験it／潟村．のさ位指．者jは：ぃ；説的；ぷもぢ説話：：主主＼前倒控民主ー：あ：滋；去三＇：岩i議議；l；；：免税
制長：じ＼能：鋭敏縦袋進：担JH滋；帰HS！！；で；；き：たの＼をJi：：足Ht:J.Ji謡浩di以讃j桜；£：彼言；は：！まf：説：謀説：8；；チ減
少！－：守；i:-匂；！~f怒l議結議議事：：H当；：詑：記：；駿：；き迫。；；生存じた（（＇.る．老）（：り蝉話；秘伝．南タ；浅沼鉱凶；在留選出；詑；；り；誌

降労ε：滋：；示j浴客地；を旅Xi：：括；者｝；1｛台；ーる斗．；

1964沼絡は：ttiH¥J：渡：閑期議tf羽祝）.女：達；：：：：so主60..名が；設；子．：該；葱；1芝t：：ヨf:ヲ選別：E場．ほ：働謹北E：芭Jる－
X.碍t，在）｛箆主器3産差主滋：倒遜滋：：な勾ぎ3倒為．るめ司み：mJあe家主＼：
を－除：：交a士：；主；：；；窓：：q妥村；！；詰総務：を浸｛f.j;窓．いる・のーは村長・＼Jg底辺YN学技ーのJH：使長；6；当選：で：議；密造：；；民
主・：v；：水野；.it：饗it悪影議.＼る；:am氷；野：If詰i{f::恕8：ヨ：：詳］981：年記・はま；：1Hl1}fi：名め柱．帯：主：の：：ぅ：ち－：主：mm名が
う（9:1滋：掛：旗雲監fli:＞.；；謀議議：言語$＼名：がJコー労：ョ：滋：：号；主i議：で．倒的：セ：駁：る・4：・そ：め外l主；没fl：沼滋何；涯
がの給与を：；受：雌？を：町諸活KfrchT：凶：：主主主じ；イCha~／V/iH/Rp{83J：：証言

以上の二つの理由すなわち稲作の限界地位と現金収入の不安定住とによって、もっぱら自

給米生産を目的とする稲作が商品化もせず、かといって消滅もせず存続していると考える。

もしこの理解が正しいとすれば、ドンデーン村経済の二つの重要な特徴、すなわち、低い

人口増加率と急速’な所得の向上をよく説明すると忠われる．

村の人口は、水野調査時と今回調査との問の 17年間に年率 0.65%でしか増加しなかっ

た。過去 10年以内にかなり顕著な出産率の低下があったとはいえ、それだけではこのよ

うな低い増加率を説明することはできない。かなりの数の移出があったためである。開拓

移出による村人口の抑制が伝統的であることは先述した。今日の移出は、必ずしも開拓移

出ばかりではないが、移出によって生業を求める点では同じである．移出によって村人口

を一定水準に維持しているのは、基本的には米生産量が村の人口扶養力を規制しているた

めと思われる．米生産が村内開墾i也の消滅と集約化による増産可能性の欠如とによって頭

打ちであることは、先述の通りである。また、他の収入源による所得で恒常的に米を購入

することは、収入の不安定性のため極めて危険が大きく、それぐらいなら村外に安定した

収入源を求めた方がよい。豊作年の収濯を備蓄して凶作年を乗り切るという生活の厳しさ

は、現金収入の増加によってよほど緩和された。したがって、その分だけ村の収容人口は

増加していると思われるが、在村非箆安定収入の機会は多くはないので、現金部門拡大の

人口扶養力に対する効果はいまだ顕著ではないと忠われる。

山82年後・業：l詰：在主主iii）窓悩：泥：；：；ZS$：認；；め詰括経験女性：臨海隠語：；町議．棋を：生；：みで：阪；選：ミ誤認め：；H/86
5；：：災当~：怒集：図；廷；li；主；推定：~i説；足；需：均寿ー命！は；説j遜．主主－；：：説。＼結偶j出；滋：なr迄：・2芸品＝：；；：鈎：；－港経怒：泥泌さ＊

方議：tas.m泌総主主；態~：：出謹謀総記j芸能iトうや；：えJ/5Hl年縮桜；る＝：紙TI\泌総崩：~二｝lit言説；滋滋i主主差益出読
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法修：れ：様慈・滋：採淡路！増加液晶！：！当；：詑：ば；摂；定；話渇詮：；；Jit出：j滋；！？議＼足：！定：総括：述ti泌総話i1闘．動態~綴桜
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r：三Jf940.紫波；隊長・；長~：脅さiミ；%M持続校約－開猪務｛f陸部；増税；駁：：友；廷Jili；桜前i述＇fil；・お；：ti

尚ff延民活語：E；悦：rf合：住記母／1914)
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期tt1_：は：：労働：米：：白誌をお当：り箆地Oj：挺：~：：芯1まti寿司；：：rt浸；－議：でほ滋ミ8・－定；ifぁ；（る．：お店主ヨ；：記：；；草花・\i/i910
年代日rほ磁波防’御J注：；£：渇穏作：滋安定；柁Ii野；議総J注＼）：；翼活！締結：Ji）~＇：；収，l).Jt.l；増踊；出；：ま：；芳i芯；在特

派民増加；努：滋wM：滋j_k準詰！震；泌総：~if駿；設諸；；：；：；巨：j鋭；子：滋uu：材：立証：名；泌総ちの語版謀議と－訟：音：．の援

活が禁治活l滋：？｛？：話；；る：：たj還f誕の：理由隊出；；：？障が：！滋：；廷；治活：；nH；；長選；；老i家t:老．；畏3：現：遊説；ながi治！だ港湾
活：お渇・It的；ヨ：：；iii現i蛍：収；禾：渇：増強tt：主主；瀧,t宗主主：溶接；；楽l;JHJ.五；泥；；践活；な；露出：；．殺のU＆臼J扶翼；1f巨：拭
：を． 美接’分；古~： tま：噌2大！ざ；j主Hて！治；客：2三忠：泌：説：：器！言：；．：

麗外．説業:1:：；逃政．府；機関Lζ；！常勤者；tr桜：：芯．；麗沼j~i鮮；若鴻（！蛍滋越悦i芯：：り：：w：：ζ怠，－れ：色：．ほ稲1生lζ1依．平案jj

：る渡モ正E、島が；iN窓：｛＼託；：．：
註．ど今τ邑〈も

業iの主長；大出3；メi：：回：主史蓑jカ＇tt翁；；bt~？重？：霊5饗：i定滋：b安；！！古（‘φ．鐙：屋．的努；．析iほ：主：：：；淫；．だ：で＿：：ぎ：i窓：悩滋：い2・it

現物獲得部門である稲作によって村の扶養可能人口が規制されている一方、現金獲得部門

の方は、扶養人口を著しく増やすことなく拡大を続けている。この拡大は、上述したよう

にコンケン市の膨張と、村と市を結ぶ道路交通の改善に負うところが極めて大きい。すな

わち、農外雇用の機会の増大はもちろんのこと、野菜生産の急速な展開も膨張する都市と

の近接性に負っている。このような現金収入の増加は、村の所得水準を顕著に引き上げて

いる。この所得向上は、単に村全体としての経済規模が大きくなったためばかりではなく、

それと同時に人口が停滞していたためと思われる。つまり、人口増による所得増の相殺が

みられなかったことになる。在村人口の顕著な増加と村経済の拡大とが平行的に進行して

いるような村とは、よほど異なった様相を呈していると考えられる。

ta例年；・芯：1~8日銀彼問／i:J){lii:・i・拝隠認定；主将ささ球協抱濃淡4託業；箆：；：：a：五野rt：酪民：溺沼；＼m湾対：lま｛8'j37
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移出による人口抑制は、人口圧力の高まりに伴う農地の細分化、小作の培加、農業雇用労

働者層の出現といった階層分化の過程がドンデーン村では顕著ではないことを結果してい
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る．この村でも貧富の差の増大がみられることは、否定できない。しかし、それは水田所

有をめぐって展開されているのでは必ずしもなく、それ以外の現金獲得経済部門における
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謂査宅eは．氷：毘：d.妥彊：褒控：bま
で；討の進：奴；気in長対；按：：高e主｜長生産：跡ち説3奴；；京；：の到；合：；を：試．穿：：V；窓減．；詑：語1；志／196話母筏活滋；：L書tl強訴
今回諮査。時；！詰J;t；老：業主iP18S:tiH過~：君主主主＼（おutn該；tii泌：~2(2'立；lit自認i:i:t:85〕：；之上：

4.村落社会

ドンデーン村の個人、家族、親族、それを超える集団の在り方や積能は、先にみた現物獲

得部門と現金獲得部門という 2部門を枠組みとして考えるのが有効である。とくに同じ農

業である稲作と商品作物栽培との比較において、その差は明瞭である。

親族老中心とする複数世帯の共同耕作は稲作に限定されることはないが、収穫物の分配は

まったく異な石。すなわち、畑作では労働、資本、土地の提供の度合いに応じて取り分が

厳密に算定され、すべてが現金で決済されるのに対して、稲作では現物を分配するのはも

ちろんのこととしても、各々の分け前は養うべき家族の数による。もっとも関係が緊密な

場合は、米倉を共有し、必要に応じて取り出してよい。このような関係は、 「共働、共食

〈ヘットナムカン、キンナムカン） J と呼ばれている。関係が疎になると分配比が決めら
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れた共同経営の形とな石が、その比は生産への寄与よりも必要量を考慮した恋意的なもの

である。農地の貸借においても、水田と畑地とでは顕著な差異がある。水田では、近親者

間の貸借は無料の場合が多い。小作の場合でも刈分小作であって、しかも小作料率は関係

の疎密を反映している。これに対し、畑地では、親族聞の無料貸借や刈分小作もみられる

ものの、現金定額小作が存在するのが特徴的である。

水野滋話主主総；：；務綴麓緩；君主：陸：作；ミ：：；ijfffl滋港総務類：！貴tH答：際：議溺照港湾；窓綴悩．当：／fJJ：；濯；：iぎ；；否：返さ芳
じ志主＇／ff怒；討iiーらの：世帯は原：期と：；l}：主選；地濯減溺；＇世1：ず＼＼波紋援護：弱。隠親9Jt所持：；！ま（~：回；：岩手fffifでー

勘窓生：討？港；抱：港建：治；；率。心そ；：う：；的道；誠意：蝶組：；お；王手湾総？~：防法親匂；諒：b実践！｛長滞緩，審議独湿地家

族：！窓：・＇~U.t主治親z旋共；間：体的訟を：部EJJJrt老農業；泌総事；：Gtti4＼るj：麗家活：あ渇泌泌滋述ぎ~it必；~mm；水

野；：；；王M1Jl：：；；郎：沼i泌；：：：：醤：花Hf)F作関係主主滋続完i砥i説：の：：－ょ：議鴻：越さ~[IT在約：；否ぷ訟E：氷・国；出一場活；g却r地

の穆．査定＝怒iま鑑f)jf認：め：滋J批評語；：源地硲ー関xr主；tili/i／（：持1絡まi；；；；；言語：湯河diぉ；誕！）J(:S(f減8/H~＼gjn

る忽滋務多：：t｝；；：刈；卦宿nま：原容fi;：な：前：返さ：詑i：だ．；政；親類関係；tさ；お：ー者；場合：t;t慈j案提：ヨ：（／ま：：詑；蕪伐のー
倒：i&・語；j接続渇：w:rn:rnm::r期路J::rn:r：旋回必境：告：tit畑.，.佐佐襲：：説渇；＼／刈Q1帯h~1接戦詳言語：：：｛［同窓dtJ~3'i

84]) 

今回調査活：宗主目：；らゆ：所帯当~｛回以外ーの滋：闘志耕弾演i若；者：が：）；磁器栄治）1.ぷ言語ぬ：＊砲丸S/W$~ず無

伐窓話滋．訟を，Jまーごす；活；民主E対：だ話：：館地結；桜＇転frrt泊三）211.f：滋：借地帯｝：謀議：の：；：羽詰人：税措＇ftfi・2；：：人：
が純労；主：rn：：：災1it濯：観桜給料：を払：；五！？を浅安浦：HTKfrcht：版。鐙溢蛍；｝？tH鼠恥；悩JtM:U・6：餅ti刻；訴さ姉t8
3！］言語：：；

集落遊実；；：fl)：浪・回：箆j回:rt世話；：るγク－グ；説Hぷ：：）f・j説：諮；：耕作す：：；者：；；Wt；；逃：按滋諜・u：・記事溺atEW：附泌尚治
1：主人。括協：泌：9(1:)/i初ヤR前i:fMJ／注，：；沼zーと：誌；議数：俗世帯Ph：主主主隠：港総国語・1経営す；；者湾設記：；：；舷諮問の
関係経；些濯物：仮説；配it定：tま：；防；ろ：主主：惹：主語：組i蒜；：沓訪；j注；z‘b宇：きS：：るi；記？！
読~7？な：：2さめ：．涯親；．毛芸開：！窓；主）控z産；鞠：をま；滋：ーだ滋：；諜；詣：護？；：惹：湯治：鮮混：硲t共髄：総主主滋：恕1；詣；港湾；；）佐野．が

下：その：他証言；；と；：0.；濯；m~：e＼務務1をの：＼1(5.！な！鋭郎総営；硲；お；緋；；る！：：伝説ti道治：訟法：約：放の：泌総：トト；；滋：詰；に

お：た；渇：i也監持；説！濯：誌；関：様務疎返さ：な）~］言i務総泌さBi産物ぬ：3｝酒E；治安宗主if定め縁起illめ話：滋－；濯！；説；；う弘さ

な：若；．が話；：：：：ζ：：ゆ：：ぷ：・3；に；：桜；8？柱。も努協力；ゃ：：：をぬi秘の生産資材：m双方：除法：；：桜て；鎚；挺注j誠；；で；；vf革：限
りtt共同：経営滋：；語：滋：滋；：t？効：lYミ主義援が総裁縫瀦滋活実i渇滋j刈~：桜it信：~HJffわら：；短波；；主義者滋波；

》拐：説r辺派；：千i；：主Wt控訴磁；岩i耕作・jf: ：~：世帯め：う：：ち；脳同：持活3・1添川町地：it：：滋；院議；：も・：共河耕；掠；t滋汚

い；；吾：逼？U±：；翠j：沼j：続言語；畑地：！語；滋i氷：田弘み滋；ft；だ種：；持：；滋絡み＇：；径約：議滋：法務総：：~：：羽：－追：：之さ；：；it総務；m?r

ぶカ・；説記：；：:0{¥V：ダ：滋ガ．：訟：労：；説；if吃 葺乎波eれ：；遁

向誕．営濯；ti［；；；注：産：様：自当．実燦：め寄慈；宰＇（豆：Jl.tl%t.注：宗F建若苦f(l¥：現；金．担：翻分＝：！ま！：：葱；主： ： 

畑地の場合、土地の売買が多く、その相手は近親者に限らない。村外者との売買も少なく

ない。所有は個々の世帯単位であり、その処分に閲して近親者が介入する度合いが小さい。

現金小作や雇用労働によって、所有者自らの家族労働とは関係な〈経営が可能なので、生

産財としての土地市場が畑地については成立している。これに対し水田の所有は、わが国

におけるほど固定的ではないが、やはり相続を除いては所有者が変わることは少ない。売

買があっても、その処分には近親者の介入が顕著であり、売買は親族内部で行なわれる場
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合が多い．もっとも一般的な近親者間の売買は、相読者の取り分があまりにも小さくてそ

れだけでは生活ができない場合である．そのようなときには、他のきょうだいあ石いはそ

の他の近親者に売却して、自らは村外に移出する。そのときの価格は、はなはだ怒意的で

ある．土地市場が成立しているとはみなし難い。すなわち、水田に関しては、名目的所有

権の所在はともかく、実質的には親族集団全体の意志を反映した土地売買がみられる。

以上に述べた稲作における相互扶助の諸慣行と水田売買にみられる傾向は、以下のような

機能を果たしている。ひとつは、親族集団全体としての稲作労働力と米必要量との釣り合

いを保つ機能であり、これは構成員の出生、死亡と並んで移出によって保たれる。もうひ

とつは、集団を構成する各世帯毎の稲作労働と米消費の釣り合いを保つ機能で、これは共

働・共食、無料貸借、怒意的な小作科宰による刈分小作、それに親族内での水田の売買を

通じて保たれている。

氷－回；の鰭料貸f昔話HJ共閉経営続出自：強耕作；t主関与j・lHで．日；蚕；挫；；智治J収穫拐の取り分ー．を分H折；ti：た：結
果；は返さ皮質三：ょ；：ぅ：説：結・5語；送；剥；（（忍ぶ滋尽伝統的進地所有烹：句箆；i世配分J主：ヰrn当該世帯弘治：げ；：~il3 ：給

米ゆ安．定的確；保；誕：目的；逗；：訟でAi桜おれj主：：：現状？なは；説法：説；：磁波帯主y滋最低必要量以上ゆ：自給
米が確保き．訂j・1定説：・義：訟の：：荏推定ーで；きる：詰：：長沼；宮崎：？t9Z話；・iL

以上にみられるように、稲作にあっては一見して親族聞の相互扶助の規制が強く働いてい

る。これに対し、畑作その他の現金獲得経済においては個人の利潤追求が明瞭である。こ

のことは、後者において相互扶助が行なわれないことを必ずしも意味するものではない。

しかしながら、稲作においてかかる形の相互扶助が慣行となっている理由は、問われでも

よかろう。

ドンデーン村で依怒として自給米生産が続けられている理由が前節に説明したものである

とすれば、もっぱら自家消費米を生産する耕作者にとってのみ水田は価値をもっ。利潤追

求の原理にのみ基づく地主ー小作間契約あるいは在村農業雇用労働による経営は、限界地

性ゆえに原則として成立しえない。したがって、水田の共同耕作による共働・共食の慣習、

無料貸｛昔、あるいは、怒意的な価格による売買などは、必ずしも土地提供者の利潤の犠牲

のもとに成立しているわけではない。これらの形による土地の提供は、提供された者が村

の扶養可能人口の中に含まれうることを意味する。誰を村に残しておきたいかが、土地混

供の選択基準となる。その結果、両親の老後の世話をする子供とくに末娘が土地の提供を

受ける場合が多くなる。このようにドンデーン村稲作における相互扶助的慣行の存続は、

恒常的な余剰を生み出しえないほど低い生産性にその根本的理由を求めることができる。

同じ稲作農村であっても生産力が高〈、商品作物化が進んだところでは、遣った様相を呈

すると豆、われる。

主主主主

はじめに述べたように、この小稿はあくまで試論である。したがって、ドンデーン村で観

察された事象が東北タイ全体に対していかほど適用可能であるかを論ずるのは時期尚早で
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ある。したがって、それ自体は読むないが、東北タイにおけるドンデーシの位置づけにつ

いて、い〈つかの重要な点を指摘しておきたい。

農林海業人口一人当りならびに全人口一人当りの混生産量を、 4つの地場と首都圏につい

て比較すると表 1のようになる。南部の全人口一人当りの生産量が低いのは、箆体漁業人

口の割合がとくに小さいためではない。この地壌では、農林漁業人口に占める稲作人口の

割合が低いためと思われる。もしそうだとすれば、必ずしも南部の米生産性が低いことを

物語石ものではない。南部、首都圏を除く 3地域でも、稲作人口の割合と農林漁業人口の

割合は、厳密には同じではない。しかし、南部ほど極端には差がないと考えられるので、

一応の比較は許されると考える。東北部の農林漁業従事者一人当りの稼生産量は、 1トン以
下で、中央部の半分にも満たない。東北部における全人口一人当り観生産量である 375

kgは、種籾量を差し引いても、数字としては一人一年の消費量を上国号。しかし、北、中

央部のそれに比べて低いのは事実である。同じ 5年間の年平均米輸出量〈精米を主体とす

る〉は148万トンで、そのほとんどは、北、中央部からである［Thailand 1979:Table 70］。

今、輸出量を器換算で年 200万ぬと仮定し、東北部を除〈他地域がとの輸出量のすべてを

生産し、なお、首都圏を含む地場全体の人口を養つ－たとしても、全人口一人当りの認の量

は380kgである。この数字な、東北部の僅と丁度同じ水準である。東北部に余剰を生み出

さない稲作が卓越することを示唆するものと解釈できょう。ちなみにドンデーン村の 197

8年から 1983年までの6年間の平均親米生産量［Kohno and Ka idas Chap. 8(3) l n Rpt8 

0 ］を 1981年の人口 900人で割ると 164kgとなる。

チ一泊流域の開拓は下涼から上涜へと広がったと思われる。 Fンデーン村の場合、ローイ
エット、マハーサラカムの祖先村を特定できる。それらの祖先村を訪問したが、そのきち

に祖先がどこからきたかは漠然としてい忍e 一方、ドンデーン村からの移出は、既述の通

り 1940年代からである。彼らはチー河のさらに上諸へ向かった。ドンデーン村からの移

出民の居住する開拓村では移入が読行しており、移出註まだない．コニ’ケンの東方のドン

グポング村でも、村の創始者グループの出身地〈マハーサラカム〉が明確であり、ドンデ

ーン村とほぼ同じ時期に移入から移出に転じた［Lefferts1974 ］。チー潟涜域では了度

コンケン周辺の村で、移入がいまだ村人の記憶に明確にある一方、移lli，が令目的意味を失
っていない。

県庁所在地であ壱コンケン市から村までの距誌をはおよそ 15陥で、往復の交通貨は 10バ
ーツである。東北タイ全体の農村人口の何パーセントがドンデーシ村より一層部市近郊的

なところに居住しているかは明らかでない。しかし、少なくともチ－Jlf涜域では人口密度
が高〈、県庁所在地が互いに近接してい答ので、ドンヂーン村があまりにも例外的だとは

いえない。むしろ特異なの誌、コンケン市が東北タイの県庁所在地としては倒外的に発展

のめざましい都市であることであ宅う。

現在の県〈チャングワット〉申j度以前には、モントンを単位として行致が行なわれた。東
北部のモントンは、ラーオ系住民の故地であるラオスに近いメコン湾近くのウポン〈ウポ
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ンラーチャタニ〉とウドン〈ウドンタニ〉、チ一川涜域の中心であるローイエット、それ

にバンコク政権の出先であったコラート〈ナコンラーチャシーマ〉の4つであった［lshi 

i, Chap.1( 1) in Rpt85 ］。ローイヱットを除く 3つの都市近くにはそれぞれ米軍基地が

置かれ、さらに発展を促進した。 1950年代になって、まったく政策的にコンケシ市を東北

部の中心とするべく発展が計られた。東北タイ最初の大学など政府機関が意図的に配置さ

れた。しかし、軍事基地はない。 1973年の人口は 64,400人、 1982年には 108,400人で、

年率 7.56パーセントの増加である［Tsujii,Chap.2(2) in Rpt85］。

東北タイの農村の中では、ドシデーン村が都市の影響を強く受けているのは事実である。

しかし、都市労働者の住宅地となり、農地、農業が減退するという意味での「郊外」では

ない。結局、ドシデーン村は、全部ではないが東北部の多くの農村がこれから経験するで

あろう経過を一足早く経験したといえよう。

位記

ドンデーン村の調査は、多人数の共同によって行なわれた。小積を書くにあたって、それ

ぞれが集めた資料毛利用したのはもちろんである。それだけでなく、こ乙に述べた構想そ

のものも、多くのメムバーに負っている。しかし、全員の合意のもとに書かれたわけでは

必ずしもない。責は著者が負うが、功があればそれは全員に帰すべきものと考える。

この草稿に対してコメントを頂いた京都大学東南アジア研究センターの坪内良博、前回

成文両教授と加藤間助教授に感謝する。
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表 1 米生産／人口比の地域間比奈

地場 米生産量＊ 全人口＊＊ E祢漁業人口（%） * *:;: 全人口当り 震林漁業人口
当り生産（kg)(l, 000 ~:,) (1,000人） ( l, 000人〉 〈%〉 生産（kg)

北部16県、 '1,202 7,489 2,8!3 (37.6) 56! 1,494 

東北部15県 連，538 12,025 5.010 ( 41. 7) 377 906 

中央部24県 5,082 7,535 2,277 (30.2) 674 2,232 

首都圏 HS 3,077 103 ( 3.3) 37 1, 117 

南部14県 1,092 4,272 1,480 (34.6)" 256 738 

全国 15,029 34,397 11,683 (34.0) 437 定野区コ
.,.. 

家 1974/75から：978/7$の5年間の年平均観生産量［Thailand 1979: Tables. 18; 19] o 

米＊ 1970年センサス［小林 1$84: 表 3・6〕による。

＊~在京 197_0年センサスによ~ 15翁以上の経済活動人口中の震葉、掠業、狩源、漁業に従事す
~人口［Thai !and 1975: Table 30] o 

。
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